
が
ん
は
死
因
第
１
位

誰
で
も
な
る
可
能
性
が

　
昭
和
50
年
代
後
半
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本

人
の
死
因
１
位
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
が

ん
」
で
す
。
部
位
別
に
み
る
と
男
女
と
も
に

肺
、
大
腸
、
胃
が
上
位
を
占
め
ま
す
。
こ
れ

ら
に
加
え
て
女
性
は
乳
が
ん
や
子
宮
頸け
い

が
ん

が
ん
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
一
層
が
ん
の
恐

怖
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
受
診
率

低
い
日
本
、
そ
し
て
成
田

　
が
ん
に
な
る
と
、
も
う
治
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
早
期
に
発
見
・
治

療
を
行
え
ば
助
か
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
大
切
な
の
は
定
期

的
に
検
診
を
受
け
て
、
自
分
の
体
の
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
人
の
検
診
受

診
率
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
28
年
に
行

わ
れ
た
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
で
は
、
主

な
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
男
性
は
5
割
程

自
分
の
た
め
に
も 

家
族
の
た
め
に
も

乳
が
ん
検
診

特 集

広報なりた 2017.11.1 2



度
、
女
性
は
さ
ら
に
低
い
4
割
程
度
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
女
性
の
検
診
受
診
率
の
低
さ
は
、

国
際
的
に
見
て
も
顕
著
で
す
。
先
進
国
の
乳

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
比
較
し
た
デ
ー
タ

（
左
上
図
）か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

な
ど
の
半
分
程
度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
本
市
の
状
況（
左
表
）は
と
い
う
と
、
国
の

方
式
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
市
の
乳
が
ん
検

診
受
診
率
は
31
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
。
周
辺
の

市
町
と
比
べ
て
高
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
未

受
診
者
も
多
く
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
女
性
特
有
の
乳
が
ん
。
こ
の
検
診
受
診
率

を
上
げ
る
こ
と
は
、
市
全
体
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

0

20

40

60

80

100

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ラ
ン
ダ

韓
国

日
本

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

80.8
75.9 72.2 72.2

64.3
55.0

41.0

（％）

年齢 対象者数 受診者数 要精密
検査者数

がんで
あった人

30〜39歳 3,482 995 43 0
40〜49歳 4,621 1,401 114 1
50〜59歳 2,489 935 46 1
60〜69歳 6,098 1,281 44 1
70〜79歳 5,164 652 28 2
80歳以上 4,613 79 1 0

計 26,467 5,343 276 5

市の乳がん検診受診結果（平成28年度）（人）

世界の乳がん検診受診率

＊50〜69歳の比較をしたもの
出典：OECD,OECD Health Data 2015,Nov 2015.

乳がん検診  自分のためにも 家族のためにも特 集
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知ってほしい、乳がんのこと
全国的に改めて関心が高まっている乳がん。「若くしてなると命に関わるのでは」と不安
に思ったり、逆に「自分には関係ない」と考えたりしていませんか。だから伝えたい、正
しい乳がんのこと。検診の大切さ。

人口10万人当たりの年齢階級別がんり患率(平成25年)

20-24
25-29

30-34
35-39

40-44
45-49

50-54
55-59

60-64
65-69

70-74
75-79

80-84
85-

350

300

250

200

150

100

50

0 （歳）

（人） 乳がん
大腸がん
※女性

＊1年間に人口10万人当たり何例ががんと診断されたかを示したもの
出典：国立がん研究センターがん対策情報センター

いつまでも輝くような笑顔でいよう
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30

31

32

33

34

35

36

37

38 12
（人）（%）

0

10

8

6

4

2

0

12

36.2

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

32.6

34.4 35.3

31.6

10

11

8

5

命
を
救
う
チ
ャ
ン
ス
が

利
用
さ
れ
て
い
な
い

　
千
葉
県
で
は
平
成
25
年
3
月
に
「
千
葉
県

が
ん
対
策
推
進
計
画
」
を
定
め
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク

や
職
場
で
の
検
診
な
ど
、
全
て
を
合
わ
せ
た

乳
が
ん
検
診
受
診
率
を
50
パ
ー
セ
ン
ト
と
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
市
の
平
成
24
〜
28
年
度
の

市
の
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は
平
均
約
34
パ
ー

セ
ン
ト（
上
図
）。
30
パ
ー
セ
ン
ト
代
の
低
い

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
原
因
が
伺
え
る
の

が
、
平
成
28
年
に
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
す
。「
検
診
を
受
診
し
な
い
理
由
は
何

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
多
く
の
人
が
「
申

し
込
み
の
手
続
き
が
分
か
ら
な
い
」「
検
診
の

通
知
が
来
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

も
、
若
い
年
代
か
ら
一
定
し
て
高
い
り
患
率

を
示
す
特
徴
は
一
目
瞭
然
で
す
。

早
期
に
見
つ
け
る
た
め
に
も

検
診
が
大
切

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ま
と
め
で
は
、

女
性
の
体
の
う
ち
最
も
り
患
数
が
多
い
部
位

は
乳
房
で
、
11
人
に
1
人
が
乳
が
ん
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
死
亡
数
が
多
い
の
は
、
大
腸
・

肺
・
胃
・
膵す
い
臓ぞ

う
・
乳
房
の
順
と
な
り
、
り
患

数
に
対
し
命
を
救
え
る
数
が
多
い
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
、
最
早
期
に
適

切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
9
割
近
く
が
治
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
早
期
発
見
が
と

り
わ
け
重
要
で
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、

超
音
波
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
に
よ
る

検
診
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

患
者
が
増
え
始
め
る
の
は
30
代

　
女
性
の
社
会
進
出
が
浸
透
し
、
性
別
を
問

わ
ず
、
家
事
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
負
担
は
い

ま
だ
女
性
側
に
大
き
く
、
さ
ら
に
出
産
す
る

と
育
児
に
も
追
わ
れ
ま
す
。
子
育
て
真
っ
最

中
の
30
・
40
代
は
社
会
に
お
い
て
多
様
な
役

割
を
果
た
し
、
ま
さ
に
多
忙
を
極
め
る
世
代
。

自
分
自
身
の
健
康
と
向
き
合
う
時
間
は
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
世
代
は
、
乳
が
ん
と
い
う
病
気
に
お

い
て
も
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
ま
す
。

新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
る（
り
患
）割
合
を

年
齢
階
級
別
に
見
る
と
、
30
歳
を
過
ぎ
る
と

増
え
始
め
、
40
代
で
急
激
に
高
ま
り
ま
す

（
4
ペ
ー
ジ
）。
高
齢
に
な
っ
て
も
発
症
の
可

能
性
は
高
い
ま
ま
。
ほ
か
の
が
ん
と
比
べ
て

過去5年間の市の乳がん検診受診率と
乳がんであった人数の推移

過去5年間の乳がんであった
人の年代別内訳

検診だから発見できることも

塩
しお

谷
や

 尚
ひさ

志
し

さん

東京慈恵会医科大
学付属病院
乳腺・内分泌外科
医師

　市の検診の検査方法でもある、超音波
検査とマンモグラフィー検査で発見され
やすいのは2センチメートル前後のしこ
りですが、触っても分からないようなも
のが見つかることもあります。乳がんの
進行度、悪性度の基準はしこりの大小で
はなく、性質や転移の有無が大きく関係
します。ある程度大きくても早期だった
り、しこりがなくても進行していたりす
る場合もあります。最も早期の段階で発
見でき、その時点から適切な治療を受け
れば、9割近くの人が10年後の生存も期
待できます。よって、自己検診以外に専
門的な判断をするためにも、検診は大切
な役割を果たすのです。転移がある場合、
ほかのがんでは通常、長期の生存率は芳
しくありませんが、乳がんはこの割合が
やや良好なのが特徴。手術や抗がん剤な
どの標準的な治療を受けた後、服薬や通
院などを行いながら普段の生活の中で共
存していけるがんといえます。

40代
12人

30代
5人

50代
8人

60代
11人

70代
9人

80代以上
1人

平均34%
計46人

東京慈恵会医科大学付属病院乳腺・内分泌外科
に勤務。同大学外科学講座助教。現在、週に1度、
成田病院で乳腺外来を担当する。また、市内の
二葉看護学院で講義を行うなど看護師育成にも
尽力している。

乳がん検診  自分のためにも 家族のためにも特 集
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受けていますか、市の検診

成田市の女性の検診は、加入している健康保険の種類に
関係なく、誰でも受けることができます。

皆さんの受診を待っています

集
団
検
診
の
流
れ

事
前

当
日

①
受
診
券
を
も
ら
う

　
健
康
増
進
課（
☎
27
‐
1
1
1
1
）へ
連
絡

す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
ち
ば

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
申
し
込
む

②
電
話
で
予
約

　
受
診
券
を
受
け
取
っ
た
ら
、
成
田
市
が
ん

検
診
予
約
セ
ン
タ
ー（
☎
0
4
3
‐
3
1
2
‐

6�

0
0�

4
）で
受
診
日
の
予
約
を
す
る

③
予
約
は
が
き
が
届
く

　
検
診
日
の
約
2
週
間
前
に
届
く
の
で
、
受

付
時
間
を
確
認
し
て
お
く

　
空
き
が
あ
れ
ば
、
検
診
日
前
日
で
も
予
約

で
き
ま
す
。
受
診
日
が
未
定
で
も
、
あ
ら
か

じ
め
受
診
券
を
も
ら
っ
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　もし乳がんになったとしても初
期段階で対応できるように、超音
波検査とマンモグラフィー検査を
毎年交互に受けています。今回初
めて市の検診を利用。費用負担が
軽くていいですね。

　40歳になり、初めてマンモグラフィー
検査を経験。検査は痛いと聞いていま
したが我慢できる程度でした。これな
らば、痛みを怖がらずに定期的に検診
を受けたいと思います。

　以前受けた時に問題はなく、
その後も大丈夫だろうと気にし
ていませんでした。今年ニュー
スで話題になったのを機に、5
年ぶりに受診。防ぐのは難しい
けれど、早期に見つけるために、
自分自身で行動を起こすことが
大事ですよね。 　友人同士で一緒に検診を受けに来ま

した。約束をすれば検診日を意識する
ので、忘れたり先延ばしにしたりする
こともありません。これからも年に1回、
健康チェックの時間を設けたいです。

①総合受付で書類の確認
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　市の検診を受けられるようになった30
歳から、毎年必ず受診しています。
　乳がんになった親族が何人かいて、闘病
生活をそばで見てきました。そこから、が
んを早く見つけることの大切さを感じ、必
ず検診を受けようと思っていました。
　その大切さを周りの人にも知ってほしく
て、知人や職場の同僚に受診を勧めたり、
会員制交流サイト（SNS）で呼び掛けをした

りしています。
　友人にも、市の検診で子宮頸がんが見つ
かった人がいます。幸い早期の段階で発見
でき、手術を受けて、現在は元気に暮らし
ています。
　がんになるのは、どこか遠くの誰かでは
ない。もしかしたら自分かもしれない。と
ても身近な出来事なのだと伝えていきたい
です。小林 宏

ひろ
衣
え

さん

がんになるのは身近な出来事

受診者の声

会場 月 日 乳がん検診（予約制） 子宮頸がん検診
（予約不要）マンモグラフィー検査 超音波検査

下総公民館 12月 13日㈬ 8：30 〜11：00 8：30 〜11：00 9：00 〜11：00
保健福祉館大栄分館 12月 13日㈬ 13：00 〜15：30 13：00 〜15：30 13：00 〜15：00

保健福祉館

11月

6日㈪ 8：30 〜11：00 ─ 9：00 〜11：00
12：30 〜15：00 12：30 〜15：00 13：00 〜15：00

8日㈬ 8：30 〜11：30 ─ ─
17日㈮ 8：30 〜11：00 ─ ─
20日㈪ 8：30 〜11：00 ─ ─
30日㈭ 12：30 〜15：30 12：30 〜15：30 ─

12月 9日㈯ 8：30 〜11：00 8：30 〜11：00 ─
12：30 〜15：30 12：30 〜15：30 ─

11日㈪ 12：30 〜15：30 12：30 〜15：30 ─

1月 12日㈮ 8：30 〜11：00 ─ 9：00 〜11：00
12：30 〜15：00 12：30 〜15：00 13：00 〜15：00

20日㈯ 8：30 〜11：00 8：30 〜11：00 9：00 〜11：00

市の検診

女性の検診の日程（集団）

年齢は平成30年3月31日現在。
検査方法 対象 費用 受診方法 検診日

マンモグラフィー 40歳以上で、平成28年度にマンモグラフィーを受けていな
い女性 なし 集団 予約制・日程から選択

個別 予約不要・P12参照
超音波 30〜39歳の女性、40歳以上でマンモグラフィーを受けない女性 1,000円 集団 予約制・日程から選択

受付期間＝1月19日㈮までの月〜金曜日（祝日、12月22日㈮〜1月9日㈫を除く）
受付時間＝午前9時30分〜午後1時
検診の予約＝成田市がん検診予約センター（☎043-312-6004）へ
※ 受診券の申し込みは、右のQRコードを読み取るか健康増進課（保健福祉館内 ☎

27-1111）へ。

インターネットサイト「ちば電子申
請サービス」

②がんり患歴などの聞き取り③検診車の中へ（マンモグラフィー）③個別ブースで診断（超音波）

今からでも間に合う

乳がん検診  自分のためにも 家族のためにも特 集
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教えて！専門家さん

め
の
乳
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

2
0
1
6
年
版
」
と
い
う
書
籍
が
お
薦
め

で
す
。
患
者
さ
ん
の
声
が
生
か
さ
れ
、
分

か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
乳
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
が
ん
の
中
で
も
乳
が
ん
の
治
療
・
研
究

は
進
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
怖
が
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
手
術
が
初
期
治
療
の
場
合
に

は
、「
手
術
す
れ
ば
治
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
前
向
き
に
理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
乳
房
を
押
し
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
腫
瘍

が
で
き
る
乳
腺
を
広
げ
、
深
部
ま
で
鮮
明

に
撮
影
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
ば
く
線
量
を
抑
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
人
体
に
は

影
響
な
い
程
度
で
す
の
で
、
心
配
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
女
性
と
し
て
痛
み
は
理
解
で
き
ま

す
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
撮
影
を
終
え
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
に
な
ら
な
い
方
法
は

　
確
実
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
り

や
す
い
要
因
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
ま
す

（
左
下
）。
禁
煙
や
肥
満
防
止
な
ど
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
自
己
触
診
や
検
診
に

よ
り
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

要
因
が
多
数
当
て
は
ま
る
人
や
、
乳
が
ん

に
な
っ
た
血
縁
者
が
い
る
人
は
特
に
注
意

し
、
積
極
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は

　
信
頼
の
で
き
る
情
報
源
か
ら
正
し
い
知

識
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
は
作
者
不
明
の
信
用
で
き
な
い

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
参
考
に
す
る
に

は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す

る
「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
や
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
公
的
な
も
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。
患
者
さ
ん
向
け
に
は
、
日
本

乳
癌
学
会
が
編
集
し
た
「
患
者
さ
ん
の
た

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の
方
法
と
特
徴

は
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
、
専
用
の

板
で
乳
房
を
挟
み
X
線
撮
影
を
す
る
も
の

で
す
。
し
こ
り
に
な
る
前
の
石
灰
化
や
、

触
診
で
は
気
付
か
な
い
大
き
さ
の
し
こ
り

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳
房
を
挟
む
の
は
痛
い
そ
う
で
す
が

　
圧
迫
に
よ
り
多
少
は
負
担
が
か
か
り
ま

す
が
、
痛
み
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
よ
う
で
す
。
月
経
が
始
ま
っ
て
1
週

間
後
く
ら
い
だ
と
、
乳
房
の
張
り
が
和
ら

ぎ
痛
み
を
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す
よ
。
撮

影
の
際
は
、
体
の
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
成
田
市
の
場
合
、
50
歳
以
上
の
人
は
1

方
向
か
ら
、
40
代
は
乳
腺
密
度
が
高
く
発

症
率
も
高
い
た
め
2
方
向
か
ら
撮
影
を
し

ま
す
。
所
要
時
間
は
3
〜
5
分
程
で
、
説

明
や
着
替
え
な
ど
を
含
め
て
も
10
分
程
で

終
了
し
ま
す
。

「見つける」意識を持って

正確・鮮明なX線撮影

日本健康倶楽部千葉支部

柳澤 仁美さん

乳がんになりやすい主な要因

◦出産・授乳歴がない
◦初産年齢が高齢（30歳以上）
◦初潮年齢が早い（11歳以下）
◦閉経年齢が遅い（55歳以上）
◦喫煙
◦多量のアルコール摂取
◦閉経後の肥満

宮崎医科大学卒業後、千葉大学第一外科（現・
臓器制御外科）入局。同大学大学院博士課程
修了後、松戸市立病院、千葉県がんセンター
での勤務を経て、平成24年から成田赤十字
病院外科/乳腺外科に勤務している。

中央医療技術専門学校卒業。診療放射線技
師免許取得。検診マンモグラフィ撮影診療
放射線技師の認定を受け、多くの検診に携
わり、乳がんの早期発見につながる写真の
提供に努めている。

医師

検査
技師

機器を回転させて撮影方向を変える

成田赤十字病院

尾
お

内
ない

 康
やす

英
ひで

さん
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療
機
関
の
中
に
は
受
け
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
安
を
覚
え
た
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
授
乳
を
通
し
て
乳
房
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
の
は
良
い
機
会
。
新
し
い
命
を
授

か
っ
た
ら
、
自
分
の
命
や
健
康
の
大
切
さ

も
改
め
て
意
識
し
て
ほ
し
い
で
す
。
乳
房

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
と
も
に
自
己
触
診
の
や

り
方
を
教
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
毎
月

実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

産
後
、
乳
房
の
状
態
が
気
に
な
り
ま
す
が

　
私
は
助
産
師
と
し
て
、
産
後
の
母
乳
育

児
、
断
乳
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。
授
乳
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

関
わ
ら
ず
、
乳
房
の
張
り
や
し
こ
り
が
、

乳
が
ん
な
ど
の
病
気
で
は
な
い
か
と
相
談

を
受
け
る
こ
と
は
多
い
で
す
。
対
処
が
必

要
だ
と
感
じ
た
ら
、
専
門
の
医
療
機
関
に

つ
な
い
で
い
ま
す
。
成
田
市
は
医
療
間
連

携
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
の
で
「
何
か

変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
に

来
て
ほ
し
い
で
す
。

乳
が
ん
に
な
っ
た
ら
母
乳
は
あ
げ
ら
れ
な

い
の

　
が
ん
を
克
服
し
た
後
、
経
過
や
状
態
に

よ
っ
て
は
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。
担

当
医
に
相
談
し
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

授
乳
中
に
検
診
を
受
け
ら
れ
る
の

　
乳
腺
が
特
に
発
達
し
て
い
て
判
断
が
難

し
い
た
め
、
市
の
検
診
は
断
乳
後
6
カ
月

を
経
過
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
医

赤ちゃんのためにも乳房に関心を

よしおか助産院院長

吉岡 由紀子さん
武蔵野赤十字女子短期大学卒業後、武蔵野
赤十字病院に助産師として15年間勤務。平
成元年よしおか助産院を開業。地域の母と
子のために母乳育児の支援を行う。市が開
催する母親学級などの講師も務める。

助産師

母親に乳房の大切さを説く

　乳がんは、自分で発見できる唯一のがんです。月に
一度は自己触診を実施しましょう。また、異常を見つ
けたら自分で判断せず、専門医（外科・乳腺外科）を受
診してください。
実施時期
◦閉経前の人…月経が始まって1週間くらいが適当
◦閉経後の人…毎月、日を決めて実施

乳がんの自己触診法
手順
❶乳房を鏡に映し、両腕を高く上げたり、下ろしたり、

腰に当てたりして左右の乳房に「ひきつれ」「くぼみ」
「ただれ」がないかをチェックします
❷親指以外の4本の指をそろえて、指の腹で「の」の字

を書くように動かして、乳房全体と脇の下にしこり
がないか調べます。触る胸と反対側の手を使います。
入浴の際、せっけんが付いた手で触れると分かりや
すくなります
❸乳首を軽くつまみ、分泌物がないか調べます

❶ ❷ ❸

乳がん検診  自分のためにも 家族のためにも特 集
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受
診
を
促
す
取
り
組
み

受
け
や
す
い
検
診
を
目
指
し
て
、
時
間
や
費
用
、
心
理
的

な
負
担
を
減
ら
す
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

う
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
。
不
安

や
不
快
感
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
全
て
の
検
査
を
女
性

の
技
師
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
い
る
人
の
た
め
に
、

検
査
中
の
託
児
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
母
親
が
受
診
中
は
、
検
診
会
場

と
同
じ
室
内
で
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
折

り
紙
な
ど
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。

実
際
に
子
ど
も
を
預
け
た
母
親
の
1
人

は
「
検
査
を
受
け
て
い
る
間
も
近
く
に

い
る
の
で
安
心
。
ほ
か
に
預
け
て
来
る

必
要
が
な
く
助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
検
査
時
に
は
技
師
と
1
対

1
で
向
き
合
え
る
の
で
、
集
中
し
て
説

明
が
聴
け
、
落
ち
着
い
て
悩
み
を
相
談

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
無
料

　
検
査
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
費

用
の
負
担
も
心
配
事
の
一
つ
で
す
。
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
超
音
波
検
査
と
も

に
有
料
の
自
治
体
が
多
い
中
、
本
市
で

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
集
団
・

個
別
に
関
わ
ら
ず
無
料
で
、
超
音
波
検

査
は
1
、
0
0
0
円
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

ほ
か
の
自
治
体
や
病
院
の
状
況
を
知
る

医
師
は
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と

言
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
多
く
の
人
に
受
診
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
集
団
検
診
は
6
〜
1

月
の
8
カ
月
間
、
土
曜
日
も
含
め
月
に

ス
ム
ー
ズ
な
検
診
へ

待
ち
時
間
を
解
消

　
本
市
で
は
、
時
代
の
変
化
や
国
の
調

査
・
研
究
に
応
じ
て
、
検
診
方
法
や
対

象
年
齢
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た

（
11
ペ
ー
ジ
上
）。

　
検
診
を
行
う
中
で
大
き
な
問
題
だ
っ

た
の
は
待
ち
時
間
。
以
前
は
混
雑
の
た

め
、
受
け
付
け
か
ら
検
査
終
了
ま
で
3

時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
解
消
す
べ
く
、
平
成
24
年
度

に
検
査
を
完
全
予
約
制
と
し
た
と
こ
ろ
、

所
要
時
間
の
大
幅
な
短
縮
に
成
功
し
、

今
で
は
15
〜
30
分
程
と
な
り
ま
し
た
。

受
診
者
か
ら
は
「
予
定
を
組
み
や
す
く

な
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い

ま
す
。
家
事
や
仕
事
な
ど
で
多
忙
な
女

性
に
と
っ
て
、
短
時
間
で
受
診
で
き
る

こ
と
は
、
次
回
の
受
診
意
欲
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る

サ
ポ
ー
ト

　
乳
が
ん
検
診
は
、
時
に
は
痛
み
を
伴

モニターで自己触診の方法を放映 待ち時間を利用し問診票を記入受付時間を細かく指定

保育士による見守りで受診中も安心

第3章
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複
数
回
実
施
し
、
受
診
日
の
選
択
肢
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
に
対
す
る
受
診
勧
奨
も

実
施
。
過
去
2
年
以
内
に
市
の
検
診
を

受
け
た
人
に
対
し
て
は
、
申
し
込
み
が

な
く
て
も
受
診
券
を
送
り
、
継
続
的
な

受
診
を
促
し
て
い
ま
す
。
30
歳
に
な
っ

た
人
に
受
診
券
を
、
40
歳
に
な
っ
た
人

に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、
そ
れ

ぞ
れ
超
音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て

も
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
、
一
定
年
齢

に
達
す
る
ご
と
に
受
診
勧
奨
の
は
が
き

を
送
付
す
る
な
ど
、
検
診
を
意
識
し
て

も
ら
う
機
会
を
何
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
体
を
守
る
た
め
の
乳
が
ん

検
診
。
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　月に1回行っている3歳児健診のと
きに、保護者に女性の検診について話
をしています。女性特有のがんのこと
や受診方法などを説明すると、真剣に
耳を傾けてくれます。実際、お子さん
の健診が終わった後に自身の受診券を
もらいに来る人もいますよ。氏名と生
年月日を確認するだけで、その場です
ぐに発行できるので気軽に窓口に寄っ
てもらいたいです。
　最近は夫婦でお子さんの健診に来る
人も多いので、これをきっかけに、ご
主人には奥様に「検診受けた？」と声を ボードを使って検診の流れを説明

掛けてもらえるといいですね。
　お母さんは子どものことを優先して
しまいがち。家族みんなが安心して笑
顔でいられるためにも、自身の健康を
見直す機会を持ってほしいです。

健康増進課保健師

木滝 友
とも

子
こ

さん

子どもの健診を利用して
受診を呼び掛け

平成15年度 マンモグラフィー検査を50歳以上の偶数年齢・1方向撮影で導入。自己負担なし
平成18年度 マンモグラフィー検査を40歳以上の偶数年齢・2方向撮影に変更
平成21年度 一定年齢の人を対象に無料クーポン配布
平成22年度 超音波検査を30歳代の偶数年齢に導入。自己負担1,000円
平成24年度 マンモグラフィー・超音波検査を完全予約制に変更

平成26・27年度 平成21年度以降受診していない人に無料クーポン再配布・アンケート調査実施
平成29年度 視触診検診を廃止

市の
乳がん検診の
変遷

　ピンクリボン運動とは、乳がんの正しい知識を広め、検診の早期受診を呼び掛けるアメリカ発祥の活動
です。日本でも広まりつつあり、現在、多くの企業や団体が独自の取り組みを行っています。

冊子を手渡してPR

ピンクリボン運動でPR

　毎年10月に「ピンクリボン・フィッティングキャンペーン」
を実施しています。ブラジャー1枚を試着していただくごと
に10円をワコールが負担し、乳がん患者支援や専門家の
育成などに使われる基金に寄付しています。目的を説明
しながら「検診を受けていますか」とお客さまと会話する
ことも。年齢が高いほど受けている人が多く、若い人ほ

ど関心は低いようです。
　接客していると、「実は乳がんで摘出手術を受けたので
すが、合う下着はありますか」と相談を受けることが月
に1回程あります。気が付かないだけで、乳がんになる
人は多いのですね。
　たくさんの人に関心を持ってもらうため、セルフチェック

ワコール ボンベルタ成田店
ビューティーアドバイザー

糸久 由美子さん

いくつになっても
自分の胸を大切に

の方法などを載せた冊
子を渡しています。こ
のおかげで実際にがん
が早期で見つかった人
もいるんですよ。皆さ
んにはいつまでも自分
の乳房を大切にしてほ
しいです。

乳がん検診  自分のためにも 家族のためにも特 集
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高
齢
者
の
受
診
が
少
な
い

　
当
院
に
お
い
て
、
個
人
負
担
で
検
診
を
受

け
る
人
は
、
20
代
後
半
か
ら
80
代
ま
で
年
間

延
べ
4
、
0
0
0
人
ほ
ど
。
乳
が
ん
は
い
つ

な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

当
院
の
検
診
で
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
中
に

も
83
歳
の
人
が
い
ま
し
た
。

　
市
の
個
別
検
診
は
40
歳
以
上
を
対
象
に
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
実
施
し
て
い
て
、

平
成
28
年
度
の
受
診
者
は
6
4
8
人
で
し
た
。

主
に
60
代
ま
で
が
多
く
、
70
代
以
上
が
少
な

い
状
況
で
す
。
乳
が
ん
に
な
る
ピ
ー
ク
は
40

代
後
半
か
ら
60
代
で
す
が
、
高
齢
層
の
リ
ス

ク
も
高
い
で
す
。
市
の
検
診
は
無
料
で
す
し
、

早
期
発
見
の
た
め
、
幅
広
い
世
代
の
人
に
受

診
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

要
精
検
に
な
っ
て
も
怖
が
ら
な
い
で

　
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
の
は
、
乳
が
ん

検
診
は
、
ほ
か
の
が
ん
と
比
べ
要
精
密
検
査

（
要
精
検
）と
判
定
さ
れ
る
人
が
や
や
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
1
、
0
0
0
人
い
れ
ば
50

人
が
要
精
検
、
う
ち
3
人
が
乳
が
ん
だ
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
要
精
検
と
判
定
さ
れ
て
も
、
全
て
を
あ
き

ら
め
る
こ
と
や
、
結
果
を
知
る
の
が
怖
い
か

ら
二
次
検
診
を
受
け
な
い
と
い
う
の
は
い
け

ま
せ
ん
。
腫
瘍
が
良
性
か
悪
性
か
を
き
ち
ん

と
確
認
し
、
も
し
も
の
と
き
は
迅
速
に
治
療

を
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

個
別
検
診
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

　
検
診
に
は
不
安
が
つ
き
も
の
で
す
。
少
し

で
も
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
検
査

室
の
壁
紙
を
優
し
い
色
使
い
に
し
た
り
、
待

合
室
に
水
槽
を
置
い
た
り
と
工
夫
し
、
環
境

づ
く
り
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

個
別
検
診
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
検
査
は
予
約
不
要
で
、
自
分
の
希
望
に
合

わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
で
結

果
が
分
か
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
ま
た
、
待
ち
時
間
の
解
消
の
た
め
に
、
個

別
検
診
は
優
先
的
に
検
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
成
田
市
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
も
、

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
重
視
し
た
い
点

に
応
じ
て
、
集
団
か
個
別
か
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
良
い
こ
と
で
す
ね
。

男
性
も
大
事
な
人
の
た
め
声
掛
け
を

　
現
代
は
、
女
性
の
働
き
方
や
生
き
方
が
多

様
化
し
て
い
る
社
会
で
す
。
睡
眠
時
間
が
不

規
則
な
人
や
晩
婚
化
に
よ
り
高
齢
出
産
す
る

人
、
未
婚
の
人
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
は
、
り
患
の
リ
ス
ク
が
や
や
高
く
、

社
会
全
体
で
見
て
も
乳
が
ん
に
な
る
人
が
増

え
て
い
る
の
は
必
然
と
も
い
え
ま
す
。

　
男
性
に
も
こ
の
事
実
を
知
っ
て
も
ら
い
、

女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
捉
え
、
大
切

な
家
族
に
受
診
を
勧
め
て
ほ
し
い
で
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
、
市
内
唯
一
の
乳
が
ん
個
別
検
診
実
施
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
公
津
の
杜
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
。
鈴
木
テ
ィ
ベ
リ
ュ
ウ
・
浩ひ
ろ

志し

院
長
に
、
受
診
状
況
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

待合室にはキッズルームも

優しい印象の検査室

平成10年国立ブカレスト医科薬科総合大学医学部卒業。千葉大学医
学部付属病院などの勤務を経て、平成26年に公津の杜メディカルク
リニックを開業。週に2度、成田赤十字病院に勤務し手術の執刀も務
める。日本乳癌学会専門医。

公津の杜メディカルクリニック
住所＝飯田町124-3
電話番号＝20-5551
受�付時間＝午前8時45分〜11時30分、午後3時〜5時30分（市の個別

検診は午前9時30分〜11時30分、午後3時30分〜5時）
休�診日＝火・木曜日の午後、日曜日、祝日（市の個別検診は土曜日午

後も）
※ 市の個別検診の実施期間は11月30日㈭までです。希望する場合は

受診券を受け取ってから同クリニックに申し込んでください。

鈴木ティベリュウ・浩志さん

検
診
は
幅
広
い
世
代
が
受
け
る
べ
き

公津の杜メディカルクリニック院長
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特
集
の
終
わ
り
に

　
今
回
、
取
材
の
た
め
に
声
を
掛
け
た

中
に
、「
乳
が
ん
に
な
っ
た
家
族
や
知

人
が
い
る
」
と
い
う
人
が
想
像
以
上
に

多
く
い
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
感
じ
た
の
は
、
乳
が
ん
検
診
に

関
心
の
あ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
差

の
大
き
さ
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
特

に
若
い
世
代
に
お
い
て
は
、
検
診
が
い

つ
、
ど
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
さ
え
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
、
若
い
世
代
の
目
に
も
触
れ
る

よ
う
に
お
知
ら
せ
方
法
を
工
夫
し
た
り
、

「
検
査
は
待
た
さ
れ
る
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払ふ
っ

拭し
ょ
くし

た
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
検
査
時
間

帯
の
延
長
、
休
日
実
施
な
ど
、
さ
ら
に

市
民
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
受
診
環
境

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
第
1
章
で
述
べ
た
通
り
、
乳

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
命
が

救
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
続
け
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
特
集
を
読
ん
だ
一
人
で
も
多
く

の
人
が
、
検
診
に
行
っ
た
り
、
家
族
や

友
人
に
声
を
掛
け
た
り
、
大
切
な
命
を

守
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
て
く
れ
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

乳がん検診  自分のためにも 家族のためにも特 集
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